
                             

 

 昔、昔、国東町上国崎地区は、荒谷と呼ばれていました。４月には、この荒谷に桜がたくさん咲

き、「桜咲く谷」とも言われ、のどかで平穏な所でした。 

 ところが、この谷に龍が現れ、村の娘をさらったり、川をせき止めたりして、村人は恐れ、村は

不作が続き、ほとほと困っていました。 

 村人は、龍が出てくるのをいち早く見つけようと「見張り地蔵」を作ったり、龍が出てきたこと

を皆に告げる「言い告げ地蔵」を作ったりして、龍の害を食い止めようと苦心してきました。しか

し、龍にはかないません。 

 そこで、村人は文殊仙寺の和尚さんに相談し知恵を借りました。 

 文殊仙寺の和尚さんは次のように言いました。 

「護摩木を焚いて、龍をおびき出し、村にある寺の岩穴に閉じ込めるとよい。」 

村人は、文殊仙寺の和尚さんにお願いして護摩木を焚きました。 

すると、山奥から龍が現れ、村人は震え上がりました。龍は、村の谷を下り、寺の前まで来ると、

岩穴に入りました。 

「それーっ」と村人は、岩穴に戸を立て封じ込めました。 

龍は、何日も何日も岩穴に封じ込められ、とうとう息を断ちました。 

これにより、村は再びのどかで平穏な所になりました。 

村人は、これ以降再び龍が出ないようにと願い、龍を封じ込めた寺の名前を「龍が下って来て成

仏した寺」ということで、この寺の名前を「龍下山成仏寺」と名付けたと言うことです。 

 

 

平成１５年、６年生（７人）を受け持っていた担任（國廣精一）が総合的な学習の一環として、 

「ふるさと上国崎に残るいいものを探し、『ふるさと祭り』（毎年２月に上国崎地区と上国崎小学校

が一緒に開催する文化発表会）で発表しよう。」ということで取り組みました。学習していくうちに

地域の古老から「荒谷龍退治伝説」があることを知りました。 

 語りと太鼓で伝承を残していこう、ということになりました。 

 しかし、太鼓はなく、２０Ｌのオイル缶を７つ集め、それを太鼓替わりに叩き、『ふるさと祭り』

で発表しました。 

 地域の人に大変好評で、「来年も残してほしい。」という強い声をいただきました。 

 次の年、オイル缶の替わりに上国崎の各地区にある盆踊り用の太鼓を集め、それを叩いて発表し

ました。これがまた好評で、次々と出演依頼がありました。「国東町の生涯フェスティバル」で発表

してほしい」「サッカーＪリーグの試合前に行うイベントで発表してほしい。」などとなり、保護者・

地域や公民館の全面的な協力もあり、出場しました。 

平成１６年９月にビッグアイ（大分銀行ドーム）で見事演じ、それらの実績が認められ、日生財

団より和太鼓７張が上国崎小学校に寄贈されました。 

 平成 21 年に上国崎小学校は、国東小学校に統合されました。一時、その継承が危ぶまれました

が、統合後も関係者の尽力で引き継がれてきています。 


